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データヘルス計画
　2年目 k e e p！

健診を活用して
健康を

受　診

　　特定保健指導

生活習慣を
改善する

医療機関で
治療

重症化を予防重症化を予防

治療しない
生活習慣を
改善しない

受診しない

　　要医療・要治療 生活習慣病に
気づかない

重症化

虚血性心疾患
脳卒中　糖尿病

腎不全などを発症

特定健診

◦特定健診の結果、特定保健指導や要医療・要治療の対象とならなかった人も、
　食事や運動などの生活習慣に気をつけて、疾病予防を心がけましょう。

特定健診を
受ける

チャンス1

治療が必要に
なったら必ず

治療を継続する

チャンス3

特定保健指導を
受けて生活習慣

を改善する

チャンス2

重症化を予防するチャンスを
のがさないようにしましょう！

　健診を受けた後は、生活習慣に影響を受けやすい「HbA1c」「血圧」「中性脂肪」「コ

レステロール」などの検査値をよく見ましょう。健保組合では、前記の検査項目など

からメタボリックシンドロームのリスクを判定しています。リスクが高い人に対して

は、生活習慣を見直す特定保健指導を実施していますので、案内を受け取った人は、

ぜひ参加してください。

　案内がなかった人も数値が昨年より悪化していたら生活習慣を見直しましょう。

　複数のリスクが重なるメタボリックシンドロームは、検査数値がそれほど悪くなくても動脈硬化が急速に進む

ことがあり、早めの改善が必要です。

　重症化して虚血性心疾患や脳卒中、腎不全などになると、医療費が多くかかるうえに生活の質（QOL）も大きく

低下してしまいます。

　特に糖尿病では、重症化して糖尿病性腎症を発症し、透析治療が必要になると、多額の医療費がかかります。

健保組合からの給付によって自己負担は低額になっても、透析治療による日常生活への影響は少なくありません。

　健保組合では、データヘルス計画に基づいて、特定健診や特定保健指導を実施し、重症化予防に取り組んでい

ます。これらの保健事業を積極的に活用して、健康の維持に努めましょう。

健診結果を生活習慣改善に役立てましょう！

生活習慣病が重症化する前に手を打つことが大切です

健診は受けた後が大事です
　健診の結果、基準値を超えた項目が見つかったら、それは生活習慣を見直すサインです。「毎年のことだか

ら…」などと軽く受け止めずに、将来の大病を防ぐためにも生活習慣の改善に取り組みましょう。


